
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究内容： 鷹狩文化の研究／古典教育 

◆鷹狩文化 

鷹狩について記された鷹書を取り上げ、鷹狩の文化的位置づけを探る研究をしています。とくに室町時代から戦国時

代を対象としています。 

同時に、鷹狩文化を現代に伝えるための取り組みをゼミ生とともに進めています。 

 

◆古典籍の調査 

地域における古典籍の調査に取り組んでいます。 

研究室には、諌早市の中島家に伝来した文書など 

古典籍・古文書を所蔵しています。 

 

 

 

 

◆古典教育 

今後の社会を生き抜くため、古典教育はどのように寄与できるか 

について模索しています。とくに高専だからできる古典教育を考 

える「高専古典教育研究会」のメンバーとともに教科書『結ひの 

古典』の発行や古典×ものづくりコンテストの開催をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究タイトル： 

鷹狩文化の研究／古典文学の教育 

 

氏名：  大坪 舞／OHTSUBO Mai E-mail： m-otsubo@sasebo.ac.jp 

職名： 准教授 学位： 博士（文学） 

所属学会・協会： 和歌文学会、説話文学会、立命館大学日本文学会 

キーワード： 日本文学、中世文学、古典教育、鷹狩 

技術相談 

提供可能技術： 

・古典教育（古典籍・和本を用いた講座など） 

・古典籍調査 

・日本の伝統文化に関する講座 

 
『結ひの古典』（あるむ）  

所属： 佐世保工業高等専門学校 基幹教育科 

 

異船入津変災考 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

  

  

  

  

  




